
木材を活用した学校施設づくり講習会 熊本会場

木を生かした学校づくりの意義と実現への課題

2017.10.30

長澤悟
東洋大学名誉教授・教育環境研究所所長

A-WASS（木と建築で創造する共生社会実践研究会）会長 1



・はじめに 東日本大震災津波被災校の木を使った学校復興

・木材利用と山・森林
・学校づくりの課題と木の空間
・学校建築木造化の変遷
・木の保育・教育環境づくりの効果
・木の学校建築の実現に向けて
・既存学校施設の長寿命改修
・木材活用を進める社会づくり
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はじめに

東日本大震災津波被災校の木を使った学校復興
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大船渡市赤崎小学校・赤崎中学校

中学校

小学校
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大船渡市赤崎小学校・赤崎中学校（梓設計）

地域の人々の想い

１．安全な高台に

２．スピードを速く

その気持ちは受け止めながら、百年の計で

学校づくりの課題に対し、目標を見失わずに

①教育空間の多機能化・高機能化、ICT化
②小学校と中学校の連携

③学校と地域の連携

④地域の防災拠点

⑤エコスクール

⑥木材の活用

⑦長寿命化

学校の復興を地域の力と

地域の木で

喜びの大きい、

語り継がれる学校づくりを



大船渡市立赤崎小学校
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コミュ二ティ・ベルト

海

道路

みんな
のいえ

こども
のいえ

家庭

多目的ホール

特別教室

学級教室

グラウンド

図書館

木造



大船渡市立赤崎小学校
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教室棟

特別教室棟

屋内運動場

図書棟

管理棟

東松島市立宮野森小学校（宮城県）（図：シーラカンスK&H）森の学校
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東松島市立宮野森小学校（宮城県）（図：シーラカンスK&H））



山元町立山下第二小学校（宮城，2016）（図・写真：佐藤総合計画）
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赤崎小



広田中学校、
小友中学校、
米崎中学校
の３校が統合
生徒数１８４名（2016）

陸前高田市立高田東中学校（岩手） サルハウス
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陸前高田市立気仙小学校（岩手）



管理・特別教室棟特別教室棟
体育館

石巻市立雄勝小学校・中学校 関・空間設計・ALSED
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石巻市雄勝小中学校（宮城県）
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児童生徒ワークショップ
「雄勝プロジェクト。みんなの夢の宝箱」

「子供」と書いて「みらい」と読む



大船渡市立赤崎小学校

子供・地域の喜びを生む木の校舎

河北新報 2017.4.8

東京新聞 2017.1.10

東松島市立宮野森小学校石巻市立雄勝小学校・中学校 落成式 2017.8.26
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木材利用と山・森林
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山形県金山町立金山小学校 校歌

木と山
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木と建築で創造する共生社会実践研究会（A-WASS） 2015.6
Ⅰ

建築に木材を活用する意義
森林の公益的機能・多面的機能

・森林を健全に維持するには
「伐る－植える－育てる」の好循環が必要
・それを支えるの「使う」。
・“山にお金を返す”。
・建築製材として木を使うことで高く売れる

林野庁

１．森林の整備・保全効果

森林の公益的機能・多面的機能の発揮

２．経済的効果
（１）木材関連産業の振興

（２）域内経済循環の強化

（３）国や地方財政への貢献

３．地球環境保全効果
（１）炭素の貯蔵を通じた地球温暖化の防止

（２）化石資源の節約・代替

４．アメニティ（快適環境・娯楽）効果
（１）快適・健康・安全な環境の創出

（２）娯楽・楽しみ（愉しみ）の提供

５．社会・文化的効果

（１）伝統的な文化、技術・技能の継承・発展

（２）地域景観の維持・保全

地域への誇り・愛着の醸成

（３）ものづくり等の教材の提供（教育効果）
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昭和31年の佐賀市

• 戦後復興期のRC造建築は現場型枠に大量の内地材（ひのき）使用
• RC造の型枠用内地材不足 木材資源の枯渇 価格の高騰

• 昭和34年 日本建築学会が都市の不燃化のための大型木造建築禁止決議

• 学校建築は不燃化、非木造化のためにRC化を進める

資源としての木材



・国土の67%が森林、約4割が人工林
・戦後拡大造林による資源量の増加

60億㎥ 1億㎥/年の成長量 年間使用量8千㎥
・利用要請←→木材価格の低迷による林業衰退
・手入れ不足の森林－品質の低下
・並材量産型製材への移行による価格の下落 付加価値の高い使用法

期待される木材活用

人工林の齢級構成
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